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◆コミュニティカレッジ〈全７回〉

  「基礎からはじめるパソコン講座」
８月５日(土)・６日(日)・７日(月)・

26日(土)・27日(日)・28日(月)・９月２

日(土)いずれも13時～16時　 芦屋大学
附属高等学校　 情報モラル、インター
ネット、Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、画像処

理など　 県内在住・在勤の社会人、先
着25人　 ＆ メール(daihyou@ashiya.
ed.jp)で、芦屋大学附属高等学校( 31-

0666)へ　

固定資産・都市計画税(第２期分)

／課税課固定資産税担当　 38-2017
法人市民税・事業所税(５月31日決
算の法人等)　

／課税課管理担当　 38-2015

～納付は便利な口座振替で～

◆日曜日の納税と納付相談
７月30日(日)９時～17時　 市税の納

付相談(課税内容の照会および申告はで

きません)※北館地下１階(西側)入口か
ら会場へ。車で来庁される場合は、南玄
関前の駐車スペースをご利用ください。

＆ 収税課( 38-2014)

◆はり・灸・指圧の利用料助成

９月１日～12月31日　 １回1,000円、
１人につき利用券２枚　 70歳以上の市
民(今年70歳になられるかた含む)または

60歳以上の障害者手帳・療育手帳所持の
市民　 住所・氏名が確認できるものと
印鑑　 ８月１日～10月31日に、高年福

祉課・ラポルテ市民サービスコーナーへ
高年福祉課( 38-2044)

◆あなたも里親に登録しませんか
　家族と一緒に生活していけない子ども
がいます。一方で子どもを育てることを

望んでいる家族があります。
　温かい家庭環境のもとに新しい家族と
して育ち合っていくのが、里親制度です。

＆ こども課( 38-2045)

◆戦没者等の遺族へ特別弔慰金

　戦没者等遺族への特別弔慰金の請求
期限は、平成20年３月31日までです。

額面40万円、10年償還の記名国債　

平成17年４月１日現在で、恩給法等に基
づく年金受給権者がなく、戦没者の死亡
当時の三親等内親族のうち最先順位のか

た　 保健福祉部総務課( 38-2040)

◆適格退職年金制度から中退共制度へ

　適格年金資産の全額を移行できる中退
共がいま注目です。＜移行のメリット＞
①国からの掛金増額助成が受けられます。

②移行時と加入後の事務手数料は不要③
掛金は全額非課税です。
中退共相談コーナー( 06-6536-1851)

水道の豆知識

問い合わせ 
ラポルテ市民サービスコーナー　緯31-3130

■窓口ご利用時間
　平日(月～金曜日)　午前10時～午後７時

　土・日・祝日　　　午前10時～午後５時
■休業日　７月20日(木)・８月10日(木)・17日(木)
■交付内容　住民票の写し、印鑑登録証明書・

戸籍全部・個人事項証明・市民税県民税課税
証明書・固定資産課税台帳記載事項証明書等
【ご注意】土・日・祝日と、平日の午後５時

　15分以降は、戸籍・除籍・改正原戸籍謄抄
　本や税務証明等は申請受付のみで、証明書
　発行は翌開庁日となります。各種届出・登録

　の手続きは、市役所市民課へ。

毎月20日は

「阪神地域ノーマイカーデー」

車の利用はひかえめに

■花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう

■風の強いときは、花火遊びはやめましょう

■花火を人や家に向けたり、燃えやすいもののある

　場所で遊んだりしないようにしましょう

■必ず水を用意しましょう

■花火のごみは、必ず持ち帰りましょう

花火遊びは、迷惑にならない場所と時間と後始末

問い合わせ　消防本部予防課　 38-2098

地球温暖化防止活動推進員

      ・協力員の追加募集

問い合わせ 

生活環境部総務課　 38-2051

　地球温暖化

防止に係る普

及啓発や実践

活動などに取

り組むボラン

ティアとして

兵庫県地球温暖化防止活動推進員・

協力員を追加募集しています。

　任期は平成21年３月末まで。申

し込み締切りは11月30日までです。
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第20回　芦屋市民絵画展
　絵画創作に親しんでおられる市民のかたを対象に、成果発表の場を提供し、より多く

のかたに鑑賞していただくために、今年も「芦屋市民絵画展」を開催します。

■日時　９月６日～10日　■会場　市民センター 301室・302室

■対象　市内在住・在勤・在学(高校生以上)のかた　■出品作

品　絵画一般(日本画・洋画)。自作で未発表作品50号(116.7cm

×90.9cm)以内。額装し、丸ひもまたは平ひもを付けて出品して

ください　■出品料　500円(１人１点に限ります)　■申し込

み　９月３日(日)の午前10時～午後４時までに、市民センター

301室へ、出品料を添えて作品をご持参ください。　

問い合わせ　市民センター　 31-4995

　花火は夏の風物詩ですが、毎年花火による事故・やけど・火災などが数多く

報告されています。じゅうぶんに注意しましょう！

ぜん息予防のめだか水泳教室
　市内在住で、おおむね軽度のぜん息またはぜん息様気管支炎等にかかっ

ているかたを対象に「めだか水泳教室」を実施します。

■日　時　10月３日～12月12日(毎週火曜日・全10回)午後４時～５時30分

■会　場　海浜公園プール

■定　員　①平成12年４月２日～14年４月１日生まれの未就学児、15人

　　　　　②小学校１～３年生、15人　

■申し込み　はがきに、参加するお子さんの名前・

　　　　　　生年月日・住所・電話番号・最近の

　　　　　　受診日・水泳教室に通所してるか否

　　　　　　かを記入し、８月25日(金)＜消印有

　　　　　　効＞までに下記へ　

　市内の犯罪発生件数は、平成14年の2,851件をピークに年々減

少し、17年には1,640件の発生となっています。こうした発生件

数の減少は、市民の皆さんが「自分たちの街は自分たちで守る」

という、防犯意識の向上によるものだと考えています。

　しかし一方で、平成18年５月末現在の犯罪の発生件数は655件

あり、昨年の同期と比較すると40件増加しています。その増加

内容をみると、特に空き巣が増加していることがわかります。

留守と見抜かれない工夫を

　ほとんどの空き巣犯は侵入を試みる前に、狙った家が留守かどうかを確かめています。その

方法でもっとも多いのは、意外にも"インターホンで呼んでみる"。インターホンに出てみると

外には誰もいなかった、ということがあったら要注意です。外に出て、周囲に不審者がいない

かどうか確認してください。

空き巣犯が安心する街とは？

    空き巣犯は地域の雰囲気を観察しています。通行人が少ない、立ち話をしている住民がいな

い、犬を飼っている家が少ない、放置自転車が多いなど。地域環境が雑然としていて、人間関

係が希薄に見える街は、空き巣犯に安心感を与えるといわれています。   

最も多い侵入口は「窓」

    空き巣の手口でもっとも多いのが、「ガラス破り」による窓からの侵入。これは戸建て住宅、

マンションなどの集合住宅でも共通していることです。

【ポイント】　●ワンドアーツーロックが空き巣対策の基本

　　　　　　●留守だと悟られないような工夫を

　　　　　　●近隣の住民同士で侵入窃盗対策を

■空き巣の発生状況  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成18年５月末現在）

 岩　園　町　５件

 東　山　町　２件

  大　原　町　２件 

 親 王 塚 町　２件

 翠 ヶ 丘 町　５件

 三 条 南 町　２件

  山 芦 屋 町　１件

  西 芦 屋 町　１件

  清　水　町　２件

  茶 屋 之 町　２件

  大　桝　町　２件

  津　知　町　２件

 業　平　町　１件

 川　西　町　１件

  打出小槌町　１件 

 宮　塚　町　２件

 南　宮　町　１件

 大　東　町　２件

  浜　　　町　１件

  若　宮　町　１件

  緑　　　町　１件

  高　浜　町　２件

  呉　川　町　１件

マンション　　　  13件

アパート　　　  10件

一般住宅　　　  17件

公営住宅　　　  １件

社　　宅　　　　　　　１件

■空き巣に入られた住宅

　施錠開け　　     0件 

　ガラス破り　　26件 

　特異破り     　　7件

　無締まり     　　7件

　その他     　　2件

■空き巣の侵入手段

※特異破り…サムターン

　　　　　　回しや郵便
　　　　　　受けをはず
　　　　　　す手口等を

　　　　　　いいます。

市民一人ひ

とりが“わ

が家”の防

犯対策を見

直すととも

に、泥棒の

心理・行動

パターンを

知ってその

対策を取る

ようにしま

しょう。

問い合わせ
芦屋警察署　 23-0110

　「自分たちの街は自分たちで守る」という意識の高まりで、市内ではすでに自主防犯グループが19団

体(22自治会)結成され、日々の防犯活動が展開されています。市も、今年度は「環境と安全」をキー

ワードに、夏休み等を除く小学校の全登校日に、市職員による「子ども見守りパトロール」を実施し

ています。今後も、芦屋警察署・防犯協会と連携し、防犯意識をさらに高めて「犯罪が引き起こされ

にくいまち・あいさつのある町」を目指し、皆さんとともに取り組んでいきます。

問い合わせ　図書館　 31-2301(ホームページ　http://www.ashiya-city-library.jp/)

開 館 日 および 開 館 時 間

　　■図書館本館

　　　火曜日～金曜日、午前９時30分～午後６時

　　　土曜日・日曜日・祝日、午前９時30分～午後５時

　　■大 原 分 室

　　　水曜日～金曜日、午前10時30分～午後８時

　　　　　　　　　　　（試行期間：６月～11月末日）

　　　土　　曜　　日、午前10時30分～午後５時

※休館日については、図書館へお問い合わせください。

二
千
六
百
八
十
八
人
の
か
た
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た

最も多かったご要望

「祝日も開館してほしい」・

「開館時間を延長してほしい」

環境と安全
問い合わせ　市民参画課　 38-2007

みんなで創ろう「あいさつのある町」
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児
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ラ
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詳
し
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査
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人形劇の会

■日時　８月２日（水）午前10時30分～11時30分

■会場　図書館・集会室

■対象　幼児～小学生　

　　　　（保護者参加可）

■定員　先着100人

■内容　「ももいろキャベツ」

■出演　人形劇団「えぷろん」

※団体での参加はご遠慮

ください。

問い合わせ　図書館　 31-2301

館
に
つ
い
て
は
図
書
館
本
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４月から祝日も開館するようになった図書館本館(伊勢町12-5)

問い合わせ　保健センター　 31-1586

「下水」の水質検査結果 下水処理場　緯32-1291

用語の説明　【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い。【ＳＳ】
不溶性の固形物。水質汚染の原因になる。【ＢＯＤ】生物化学的
酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

活性汚泥
法処理に
よる基準

平成18年６月７日平成18年５月３１日
　　　　　 試験日
試験項目

晴れ晴れ天　　　候
24.5℃22.3℃気　　　温

処理水流入水処理水流入水検　水　名
24.024.522.823.8水　　　温（℃）

5.8～8.67.07.56.97.5Ｐ　　　Ｈ
70以下372490Ｓ　　　Ｓ（葵/渥）
20以下5.51242.6207Ｂ　Ｏ　Ｄ（葵/渥）

3,000以下031,000022,000大腸菌群数（個/悪）
 前　日      晴れ    

前々日      晴れ   

前　日      晴れ  

前々日      晴れ  

備　　　　　 　考

ラポルテ市民サービスコーナー

第20回　芦屋市学校給食展

■日時　７月26日～28日・午前11時30分～午後４時

　　　　　　　　　　　　(※最終日は午後３時まで)

■会場　市民センター 301室・多目的ホール

■内容　学校給食・栄養・食生活のパネル展示／児童

　　　　作品コーナー／試食コーナー (午前11時45分

　　　　～午後１時30分)※試食引換券を配布します。

      心と体に栄養を　  ～見直そう！あなたの「食」はだいじょうぶ？～

問い合わせ　学校教育課　 38-2087

都市計画緑地の変更案を縦覧します

　阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建

設計画)緑地の変更（南緑地の決定）をします。

　この都市計画緑地の変更案について、意見

のある住民および利害関係者のかたは、期間

満了の日までに、意見書を市に提出すること

ができます。

◇期　　間　７月18日～８月１日

　　　　　　（平日の執務時間中）

◇場　　所　都市計画課（市役所北館３階）

◇件　　名　阪神間都市計画(芦屋国際文化

　　　　　　住宅都市建設計画)緑地の変更

【南緑地の決定】

■名称　９号南緑地

■位置　涼風町の一部

■面積　約2.8ヘクタール

■備考　広場、駐車場、便所、管理事務所を

　　　　設置

《参考》

※南緑地は、南芦屋浜(愛称・潮芦屋)の南端に

　位置し、南芦屋浜地区の低層住宅地を取り

　囲むような配置となります。

問い合わせ　都市計画課　 38-2073

緑地変更(追加決定)位置図

緑濃い六甲の山、

青く澄みきった空、

清らかな川の流れ、

夕日に映える瀬戸の海、

この美しい自然は、

わたしたちの宝であり、

未来の子どもたちに残すことは、

わたしたちの願いです。

けれども、この願いに背をむけるかのように

核兵器は増え続け、

世界を破滅の淵においやろうとしています。

核兵器の廃絶は、今や、全人類の死活にかかわる

最も緊急の課題であり、

最大の願いにほかなりません。

戦後いくたびか、

平和を願う人類の理性と決意は、

核兵器の使用と核戦争を防いできました。

わたしたちは、この理性と決意を信頼し、

かけがえのない生命の星、青く輝く地球を

笑顔にあふれる子どもたちに残すため、

いまふたたび、心をひとつにして

核兵器を廃絶するよう、全世界によびかけます。

そして、国是である非核三原則の厳守を

強く希望するとともに、

わたしたちの街・芦屋をいかなる形であろうとも

核兵器に関連して使わせないことを自ら決意し、

ここに非核平和都市であることを宣言します。

　　　芦屋市議会(昭和60年10月15日決議)


